
大妻女子大学・人間関係学部・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６０４

基盤研究(C)（一般）

2018～2015

女子学生を対象とした食行動異常発現・維持の要因分析と予防教育法の開発

Examination of the onset mechanism of abnormal eating behavior and development 
of preventive education method for female college students.

８０４４０３６１研究者番号：

山蔦　圭輔（YAMATSUTA, Keisuke）

研究期間：

１５Ｋ０４１５２

年 月 日現在  元   ６ ２４

円     3,600,000

研究成果の概要（和文）：　本研究では，女子学生を対象に，食行動異常の発生機序や維持要因について検討し
た。ここでは，食行動異常発現・維持に係る心理的メカニズム（心理モデル）を策定することを第一の目的とし
た。検討の結果，身体に関する他者評価への懸念を起点とする頑健な心理モデルが策定された。また，男性を対
象とした心理モデルを検討した。その結果，女性モデルと比較することにより，性差を考慮した検討を行った
所，女性性パーソナリティの高さが食行動異常の発現・維持に関係する可能性が推測された。
　以上の結果を踏まえ，食行動異常の予防的心理教育プログラムを考案した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we investigated the onset mechanism of abnormal eating 
behavior for female college students. The primary purpose was to construct a psychological mechanism
 (psychological model) related to the occurrence and maintenance of abnormal eating behavior. As a 
result of the examination, a robust psychological model was developed, starting from concerns about 
the other's evaluation of the body. Next we examined a psychological model for men. We considered 
gender differences by comparing with female’s psychological model. As a result of examination, 
possibility that high femininity is related to the occurrence and maintenance of abnormal eating 
behavior abnormality was inferred. Finally, we devised a preventive psychoeducation program. 

研究分野： 臨床心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は，女子学生の摂食障害・食行動異常を臨床心理学・健康心理学の観点から実証的に検証し，また，その
成果を踏まえ，予防教育の可能性について検討したものである。本研究の成果は，近年，思春期・青年期女性を
中心に蔓延する摂食障害や食行動異常について，その発現・維持メカニズムを理解することに寄与するものであ
り，学術的意義は高いものといえる。また，女性を対象とした先行研究が大多数である中，男性を対象とした研
究成果を発信したことにも一定の意義があるものといえる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
近年，思春期・青年期女性を中心に食行動異常（摂食障害の前段階と位置づけられる食行動

の問題）を呈する者が増加し，思春期・青年期女性を対象とした食行動異常に関する基礎的研
究や支援（早期発見や予防）を実施することが急務となっている。 
こうした中，学校精神保健の場において，食行動異常をターゲットとした支援を実施する前

提として，その特徴を知ること（情報提示と啓発），行動面のみならず心理面も良く理解するこ
と（食行動の問題の発現・維持に係る心理的メカニズムを知ること），早期発見のために適確な
スクリーニングを行うこと（適確なアセスメントツールを用いた支援を行うこと）などの必要
性が示され（石川 他，2005），また，本邦では，摂食障害の発現・維持に係る心理的メカニズ
ムの検討やアセスメントツールの開発が行われ，摂食障害の理解に係るリーフレットや Web
コンテンツを用い，潜在的な摂食障害罹患者の早期受診を促進するために，各種情報が発信さ
れている。また，海外でも，摂食障害の病態を理解することが可能なアセスメントツールや，
摂食障害発症リスクもしくは症状の軽減を目的に，摂食障害に関する情報を提供する教育（e.g., 
Stener-Adair, et al., 2002）が実施され，効果が認められている。 
以上のように，摂食障害に対する研究は遂行されているものの，国内外問わず，摂食障害罹

患者の症状軽減を目的とする研究・実践が多く，食行動異常予防の視座に立った研究は極めて
少ない状況である。また，こうした取り組みは，摂食障害を中心に，食行動の問題を抱える特
定の個人を対象とすることが多く，食行動異常予防の基礎的研究を土台とした集団に対する予
防的取り組みは極めて少ない状況である。 
 
２．研究の目的 
本研究では，食行動異常予防を目的とし，女子大学生・女子専門学校生を対象に，①大学や

専門学校など，学校精神保健の場における食行動異常の実態調査研究を実施するとともに食行
動異常の発現・維持要因を明確化し，②①を踏まえ，中規模～大規模授業で実施可能な食行動
異常予防に奏功する予防教育法を考案することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 食行動異常発現・維持に係る心理モデルを策定するために，（１）女子学生を対象に大規模調
査を実施した。また，（１）を土台として（２）臨床心理学・健康心理学を専門とする専門家複
数人により，予防的心理教育プログラムのコンテンツを考案した。 
 
４．研究成果 
 まず，（１）女子学生を対象に大規模調査を実施するために，女子学生を対象に適用可能な食
行動異常傾向を測定し得る尺度の開発を行った。既存尺度である食行動異常傾向測定尺度
（Abnormal Eating Behavior Scale: AEBS）（山蔦ら，2009）の問題点から，現代女子学生の食
行動異常をより的確に測定可能な新版食行動異常傾向測定尺度（Abnormal Eating Behavior 
Scale New version: AEBS-NV）（山蔦ら，2016）を開発した。 
AEBS-NV は，下位尺度として，“非機能的ダイエット”尺度，“食事へのとらわれ”尺度，“む

ちゃ食い”尺度の３尺度（14 項目）が抽出され，信頼性係数の値は十分であった。また，EAT-26
および EDI 得点との関連性などから十分な妥当性が認められた。加えて，下位尺度ごとに ROC
分析（Receiver Operating Characteristic analysis）を行うことで，カットオフポイントを
設定した。以上から，一般女子学生を対象とした食行動異常の状態像を軽度から重度まで連続
線上でとらえ測定可能であり，また，食行動異常を「非機能的ダイエット」，「むちゃ食い」と
いった行動的な側面と「食事へのとらわれ」といった心理的な側面から多面的に測定すること
が可能な尺度が開発された。 
 つぎに，目的①の内，食行動異常の発現・維持要因を明確にするため，食行動異常の発現・
維持に係る頑健な心理モデルを策定した。ここでは，女子学生 385 名を対象に，身体像不満足
感を問う項目および新版食行動異常傾向測定尺度を用いた調査を実施した。調査用紙への回答
に不備のなかった 237 名（平均年齢 20.33±2.61）を対象に，各尺度の下位因子合計得点を用
いた構造方程式モデリングによるパス解析を行った。 
解析の結果，“身体に関する他者評価不満足感”が，“身体像不満足感（含む痩せ願望）”に影

響し，“非機能的ダイエット”を引き起こすといったモデル（以下，女性モデルとする。）が構
築された。本モデルは，“自分自身の身体が他者から否定的に評価されているだろうという認識”
およびそれに伴う“身体像不満足感”が摂食障害の臨床症状に類似する食行動異常に影響する
ことを想定したものであった。 
本モデルに準拠すれば，摂食障害の予防や早期の治療を行う際，対人関係場面で生じる自己

否定的感情（他者評価の認識を通して生じる否定的感情）を扱う必要性があるものと考えられ
る。対人関係場面で生じる自己否定的感情について関与する際，社会的場面における“自己の
価値”を取り上げる必要があるという結論に達した。 
 更に，男性の食行動異常について，女性モデルとの当てはまりについて，共分散構造分析に
よるパス解析を用いて検討した。検討の結果，男性において，女性性が高い群では，女性モデ
ルと同様のモデルが適合した（χ2

（4）= 4.57, p= .33, CFI= 1.00, GFI= .98, AGFI= .93, RMSEA= .04, 
AIC= 26.57）。一方，男性において，女性性が低い群では女性モデルと同様のプロセスを想定す



ることは適さないと判断された（χ2
（4）= 9.74, p= .05, CFI= .95, GFI= .96, AGFI= .84, 

RMSEA= .13, AIC= 31.74）。このことから，女性性が低い群を対象に独自のモデルを想定したと
ころ，“身体に関する他者評価不満足感”が“全身のふくよかさ不満足感”に影響し，“全身の
ふくよかさ不満足感”が“食物摂取コントロール不能感”に影響するという女性モデルとは異
なるモデルの適合度が高いことが認められた（χ2

（2）= .73, p= .94, CFI= 1.00, GFI= 1.00; 
AGFI= .98, RMSEA= .00, AIC= 16.73）。 
以上の結果から，女性性の高低に関わらず，“身体に関する他者評価不満足感”が“全身のふ

くよかさ不満足感”につながり，“全身のふくよかさ不満足感”に伴う“食物摂取コントロール”
が，“食物摂取コントロール不能感”へとつながることが認められ，女性性によらず，他者から
“太っている”と評価されていると認識することで痩せ願望が生じ，痩せ願望に伴う過度の食
事制限が食事をセルフ・コントロールできない状態につながる可能性が推測された。また，女
性性が高い場合，“身体に関する他者評価不満足感”が“食物摂取コントロール不能感”に直接
関係していることが示された。 
以上の通り，食行動異常の発現・維持に係る頑健な心理モデルを策定したことは，本研究課

題の重要な成果といえる。また，本成果に基づき，目的②である予防的心理教育プログラムの
コンテンツを考案した。ここでは，女性モデルの起点が“身体に関する他者評価懸念”である
ことから，対人関係場面における自己評価と他者評価に対する認識を扱った心理教育プログラ
ムを開発することとした。臨床心理学および健康心理学を専門とする臨床心理士・公認心理師
により，プログラムの内容が精査され，「第１部：摂食障害とは」，「第２部：対人関係を考える」，
「第３部：自分の食行動を考える」の３部構成のコンテンツが考案された。第１部では，目的
①の内容を容易に表現することで，食行動異常や摂食障害の成り立ちを紹介した。第２部では，
対人関係療法の要素を用いたワークを考案し，第３部では，第２部の内容と合わせて，日常的
に利用できるワークシートを作成した。本成果については，今後各種学会にて発表予定である。 
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